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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
グ
ッ
ト
　
バ
ッ
ト
　
ゲ
ー
ム

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
７
０
５
Ｘ

【
作
者
名
】

　
零
夜

【
あ
ら
す
じ
】

　
僕
は
、
最
悪
な
ゲ
ー
ム
世
界
の
バ
ト
ル
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

ど
う
も
僕
に
は
、
特
別
な
力
が
あ
る
ら
し
い
。

僕
に
は
、
わ
か
ら
な
い
。
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ゲ
ー
ム
シ
ス
テ
ム

バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
。

つ
ま
り
、
仮
想
現
実
。

が
可
能
に
な
っ
た
こ
の
世
界
。

流
行
中
の
ゲ
ー
ム
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、

グ
ッ
ト
バ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
武
器
も
進
化
し
た
こ
の
時
代
で
、

デ
リ
ー
ト
さ
れ
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
い
る
の
は
、
珍
し
い
こ
と
で
は
、
な
い
。

僕
は
、
そ
の
ゲ
ー
ム
世
界
に
。
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

僕
の
名
前
は
、
紙
波
　
雄
太
。

ユ
ー
ザ
ネ
ー
ム
は
、
ヤ
ウ
ト
．
．
ヤ
ウ
ト
レ
ザ
ー
。

ど
う
し
て
、
こ
ん
な
名
前
が
付
け
ら
れ
た
の
か
は
、
僕
に
は
、
わ
か
ら
な
い
。

け
ど
。
先
生
は
、
知
っ
て
い
た
。

そ
う
。
グ
ッ
ト
バ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
の
先
生
だ
。

僕
は
、
そ
の
ス
ク
ー
ル
に
通
う
。
内
気
な
少
年
．
．
自
分
で
認
め
て
い
る
。
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バ
ー
チ
ャ
ル
オ
ン
。
（
前
書
き
）

い
つ
も
の
よ
う
に
ス
ク
ー
ル
に
行
く
僕
、

け
ど
、
い
き
な
り
敵
が
襲
っ
て
き
て
。
何
人
か
失
う
。

最
初
か
ら
大
き
な
戦
い
が
待
っ
て
い
た
。



4

バ
ー
チ
ャ
ル
オ
ン
。

紙
波
　
雄
太
「
は
ぁ
疲
れ
た
。
僕
の
う
ち
か
ら
遠
い
よ
こ
こ
。
」

な
ん
と
な
く
教
室
に
は
い
っ
た
。

先
生
「
や
ぁ
、
み
ん
な
。
今
日
は
、
一
人
一
人
の
ス
キ
ル
に
つ
い
て
授
業
だ
。
」

雄
太
「
聊
か
面
倒
な
授
業
で
す
ね
ｗ
」

先
生
「
お
い
お
い
。
紙
波
。
今
日
の
午
後
、
な
に
が
あ
る
か
し
っ
て
る
？
」

雄
太
「
午
後
？
な
に
が
あ
る
ん
で
す
か
？
」

生
徒
達
「
え
ぇ
ぇ
？
あ
い
つ
し
ら
ね
ぇ
の
？
お
い
お
い
大
丈
夫
か
よ
。
」

「
そ
う
。
合
流
戦
．
．
相
手
は
、
あ
の
。
Ｆ
エ
リ
ア
都
市
の
。
マ
キ
ミ
ズ
ナ
ド

オ
ル
学
園
。

あ
そ
こ
は
、
殺
し
を
め
い
ん
に
し
た
戦
術
。
」

雄
太
「
君
．
．
だ
れ
？
」

「
私
？
私
は
、
早
乙
女
　
香
奈
鋳
。
ユ
ー
ザ
ー
名
マ
ベ
ロ
ッ
テ
　
ア
ス
ク
。
貴

方
の
仲
間
。

よ
ろ
し
く
」

「
僕
は
、
紙
波
　
雄
太
。
ユ
ー
ザ
ー
名
。
ヤ
ウ
ト
レ
ザ
ー
で
す
」

互
い
の
名
を
名
乗
る
こ
と
で
。
認
証
可
能
と
な
る

こ
の
シ
ス
テ
ム
。
イ
グ
ニ
シ
ン
グ
ル
シ
ス
テ
ム
。
と
言
う
ら
し
い
。

「
君
が
。
雄
太
君
で
す
ね
？
僕
は
、
緑
山
　
稼
因
。
ユ
ー
ザ
名
は
、
カ
リ
フ
ォ

ウ
ル
　
フ
ォ
ー
ス
ト
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
足
手
ま
と
い
は
、
嫌
い
で
す
か
ら
ね
？
」

先
生
「
う
む
。
で
は
、
認
証
完
了
の
よ
う
だ
な
。
バ
ト
ル
に
備
え
て
お
い
て
く

れ
。
そ
れ
と
．
．
雄
太
、

君
は
、
不
思
議
な
力
を
持
っ
て
い
る
よ
う
だ
ね
」
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バ
ー
チ
ャ
ル
オ
ン
。
（
後
書
き
）

そ
ん
な
こ
ん
な
で
。
バ
ト
ル
す
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
。

そ
の
戦
い
は
、
苦
し
い
も
の
か
？
は
た
ま
た
楽
な
物
か
？

次
回
、
バ
ー
チ
ャ
ル
オ
ン
（
続
編
）
戦
術
が
勝
利
へ
の
近
道
。
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交
流
戦
。
（
前
書
き
）

合
流
戦
、
ま
た
は
、
交
流
戦
。
ま
た
は
、
大
量
犠
牲
を
だ
し
た
戦
い
。

呼
び
か
た
は
、
た
く
さ
ん
あ
る
。

け
ど
。
そ
の
時
の
犠
牲
た
ち
は
、
も
う
．
．
帰
っ
て
こ
な
い
の
だ
。
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交
流
戦
。

先
生
「
君
に
は
、
最
初
の
武
器
。
ダ
ブ
ル
レ
ザ
ー
シ
ョ
ッ
ト
を
与
え
る
」

雄
太
「
ダ
ブ
ル
．
．
レ
ザ
ー
？
」

先
生
「
君
に
し
か
使
え
な
い
武
器
さ
。
ど
う
も
君
は
、
と
ん
で
も
な
い
。
レ
ザ

ー
ス
キ
ル
を
持
っ
て
い
る
よ
う
だ
ね
？
」

雄
太
「
は
い
。
」
香
奈
鋳
「
そ
れ
を
い
か
し
て
．
．
今
回
の
目
的
を
手
に
入
れ

て
。
あ
れ
が
あ
れ
ば
、
私
た
ち
は
、
強
く
な
れ
る
」

雄
太
「
目
的
？
あ
れ
？
っ
て
、
な
ん
で
す
か
？
」

稼
因
「
お
そ
ら
く
。
Ｐ
Ｕ
Ａ
Ｉ
レ
ザ
ー
ス
ナ
イ
プ
。
の
こ
と
だ
ろ
う
」

先
生
「
う
む
。
あ
れ
は
、
人
を
選
ぶ
。
」

雄
太
「
僕
に
そ
れ
を
、
と
れ
と
？
無
理
だ
よ
そ
ん
な
の
！
！
大
体
、
戦
う
っ
て

時
点
で
無
理
だ
よ
！
！

怖
い
よ
！
！
そ
ん
な
強
い
所
と
当
た
ろ
う
だ
な
ん
て
。
」

香
奈
鋳
「
怖
い
の
は
、
同
じ
．
．
大
丈
夫
。
そ
の
時
は
、
私
が
守
る
。
」

雄
太
「
顔
。
赤
い
よ
？
ど
う
し
た
ん
で
す
か
？
」

稼
因
「
出
た
よ
。
急
サ
イ
ン
。
な
る
べ
く
気
づ
い
て
あ
げ
ろ
よ
？
僕
は
、
興
味

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
」

あ
れ
あ
れ
？
そ
ろ
そ
ろ
。
時
間
で
す
よ
？
ス
ク
ー
ル
の
皆
さ
ん
？

突
然
校
庭
か
ら
。
お
そ
ら
く
メ
ガ
ホ
ン
で
あ
ろ
う
も
の
を
使
っ
た
。

先
生
「
君
た
ち
は
、
マ
キ
ミ
ズ
ナ
ド
オ
ル
．
．
」

「
そ
う
。
私
が
委
員
長
。
製
禰
　
瀬
名
。
　
ユ
ー
ザ
名
。
リ
バ
リ
ー
　
リ
カ
ウ

ド
。

さ
ぁ
、
ヤ
ウ
ト
レ
ザ
ー
は
、
一
人
で
出
て
き
な
さ
い
。
」

雄
太
「
ち
っ
．
．
」

香
奈
鋳
＆
稼
因
「
断
る
」

製
禰
　
瀬
名
「
そ
う
で
す
か
．
．
で
す
っ
て
よ
。
学
級
委
員
。
愈
井
美
　
浩
一

郎
。
」

愈
井
美
　
浩
一
郎
「
い
ま
紹
介
を
受
け
た
も
の
だ
。
ユ
ー
ザ
ー
名
。
カ
リ
フ
ォ
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ウ
リ
　
リ
マ
ー
ジ
ュ
。
だ
。

い
る
だ
ろ
？
カ
リ
フ
ォ
ウ
ル
　
フ
ォ
ー
ス
ト
。
」

稼
因
「
貴
様
は
、
僕
が
倒
す
。
リ
マ
ー
ジ
ュ
」

愈
井
美
「
楽
し
み
に
し
て
る
よ
。
エ
リ
ー
ト
」

先
生
「
さ
て
、
も
う
い
い
か
な
？
」

瀬
名
「
い
い
で
し
ょ
う
」

先
生
「
バ
ー
チ
ャ
ル
オ
ン
！
！
」

瞬
間
、
校
庭
が
光
っ
た
か
と
思
う
と
。

大
都
市
に
い
る
。

先
生
「
こ
こ
が
、
大
都
市
だ
。
ま
ぁ
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
か
な
」

ヤ
ウ
ト
「
じ
ゃ
あ
多
分
、
普
通
呼
ぶ
ん
じ
ゃ
な
く
て
。
こ
う
言
わ
な
い
と
聞
こ

え
な
い
ん
だ
ね
。
ア
ス
ク
」

ア
ス
ク
「
そ
う
ね
．
．
こ
こ
で
は
、
ユ
ー
ザ
名
以
外
で
、
よ
ん
で
も
聞
こ
え
な

い
わ
。
と
こ
ろ
で
。
フ
ォ
ー
ス
ト
は
、
？
」

フ
ォ
ー
ス
ト
「
僕
な
ら
、
相
手
の
学
級
委
員
を
尾
行
中
だ
。
少
し
む
か
っ
と
来

る
奴
だ
か
ら
ね
。
」

ア
ス
ク
「
一
人
で
。
グ
イ
グ
イ
す
す
ま
な
い
で
．
．
」

フ
ォ
ー
ス
ト
「
心
配
に
は
、
及
ば
な
い
。
な
ぁ
ー
に
。
す
ぐ
帰
る
さ
。
こ
れ
よ

り
。
戦
闘
フ
ェ
イ
ズ
に
入
る
た
め
。

無
線
を
き
る
ぞ
？
」

「
ピ
ッ
」

先
生
「
そ
れ
と
、
ヤ
ウ
ト
。
も
し
も
の
時
は
、
マ
ル
チ
セ
レ
ク
ト
を
利
用
し
ろ
。

」ヤ
ウ
ト
「
マ
ル
チ
セ
レ
ク
ト
？
あ
の
武
器
の
一
瞬
転
送
で
す
か
？
」

ア
ス
ク
「
そ
う
、
一
瞬
転
送
。
そ
れ
は
、
勝
ち
を
意
味
す
る
も
の
。
で
も
．
．

こ
の
子
、
そ
ん
な
に
武
器
使
え
な
い
ん
じ
ゃ
」

先
生
「
い
や
、
問
題
な
い
」

ア
ス
ク
「
相
手
の
能
力
、
冷
静
さ
を
。
Ｅ
Ｇ
を
使
っ
て
ウ
イ
ル
ス
を
送
り
込
み

ま
す
・
・
・
く
は
ぁ
ぅ
っ
！
」

先
生
「
大
丈
夫
か
？
俺
が
や
ろ
う
・
・
・
・
グ
ッ
ア
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
ま
ず
い
。
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相
手
に
築
か
れ
て
る
」

ヤ
ウ
ト
「
も
し
か
す
る
と
．
．
脳
波
で
す
か
？
」

先
生
「
そ
う
だ
。
だ
が
な
、
危
険
な
わ
ざ
で
。
神
経
崩
壊
も
す
る
。
ハ
イ
パ
ル

Ｅ
Ｇ
が
あ
れ
ば
」

ヤ
ウ
ト
「
僕
が
や
り
ま
す
」

先
生
「
止
め
な
さ
い
っ
今
の
君
に
は
、
」

ア
ス
ク
「
わ
か
っ
た
わ
。
」

先
生
「
ア
ス
ク
！
！
」

ア
ス
ク
「
自
分
か
ら
や
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
自
分
の
強
さ
で
す
。
ヤ
ウ
ト
の

強
さ
は
誰
に
も
．
．
奪
う
権
利
が
あ
り
ま
せ
ん
」

ヤ
ウ
ト
「
敵
の
数
。
お
よ
そ
。
３
５
．
敵
の
ス
キ
ル
。
ミ
サ
イ
ル
。
　
ウ
イ
ル

ス
を
送
り
込
ん
で
く
る
。

こ
れ
が
相
手
の
神
経
か
．
．
捻
じ
曲
げ
る
。
」

「
グ
ギ
ィ
ィ
ィ
ィ
」

相
手
生
徒
「
ガ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
痛
い
痛
い
！
！
」

リ
バ
リ
ー
「
う
っ
！
！
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
ク
ッ
．
．
今
の
で
Ｈ
Ｐ
が
半

分
。
や
る
わ
ね
」

ヤ
ウ
ト
「
ふ
ぅ
。
相
手
の
神
経
、
少
し
崩
壊
さ
せ
て
お
き
ま
し
た
よ
？
」

先
生
「
う
わ
ぁ
；
恐
ろ
し
い
こ
と
す
る
な
」

ア
ス
ク
「
可
愛
い
顔
を
し
て
い
て
。
恐
ろ
し
い
こ
と
を
す
る
．
．
．
う
は
／
／

か
っ
こ
い
い
．
．
か
も
／
／
」

先
生
「
ア
ス
ク
？
い
っ
た
い
何
を
？
」

ア
ス
ク
「
う
っ
。
。
い
え
、
な
に
も
。
そ
れ
よ
り
先
生
。
私
た
ち
一
回
二
人
で
」

先
生
「
駄
目
で
す
貴
方
の
考
え
て
る
こ
と
ぐ
ら
い
わ
か
る
よ
；
」

ア
ス
ク
「
シ
ュ
ン
．
．
．
ヤ
ウ
ト
．
．
」

ヤ
ウ
ト
「
う
、
う
わ
ぁ
！
！
何
で
す
か
？
こ
ん
な
昼
間
か
ら
／
／
」

ア
ス
ク
「
現
実
世
界
で
は
、
夜
中
二
時
。
問
題
な
い
／
／
」

ヤ
ウ
ト
「
戦
闘
が
お
わ
っ
て
か
ら
で
し
ょ
？
」

こ
わ
い
よ
こ
の
人
。
い
き
な
り
ひ
ｙ
だ
よ
；

何
考
え
て
る
ん
だ
ろ
う
；
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ア
ス
ク
「
帰
っ
て
か
ら
．
．
う
ん
。
」

先
生
「
あ
の
う
。
こ
れ
、
そ
う
言
う
ジ
ャ
ン
ル
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
ど
？
」

ア
ス
ク
「
ご
め
ん
な
さ
い
」

相
手
生
徒
「
お
ら
っ
！
！
」

ヤ
ウ
ト
「
敵
！
！
レ
ザ
ー
シ
ョ
ッ
ト
！
！
」

「
ビ
シ
ュ
ン
！
！
」

相
手
生
徒
「
ク
ッ
．
．
」

ヤ
ウ
ト
「
デ
リ
ー
ト
Ｅ
Ｇ
開
始
」

相
手
「
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
」

相
手
は
、
の
ど
か
ら
大
量
の
血
を
吐
き
出
し
。

死
ぬ

ヤ
ウ
ト
「
．
．
．
こ
ん
な
こ
と
。
」

先
生
「
や
る
し
か
な
い
ん
だ
」

ア
ス
ク
「
グ
ロ
テ
ス
ク
．
．
嫌
い
じ
ゃ
な
い
」

ヤ
ウ
ト
「
え
っ
？
．
．
じ
ゃ
あ
す
き
っ
て
こ
と
？
」

ア
ス
ク
「
ふ
ふ
ふ
．
．
」

ヤ
ウ
ト
「
先
生
．
．
」

先
生
「
そ
う
言
う
奴
だ
。
許
し
て
や
れ
」

ヤ
ウ
ト
「
は
、
は
い
」

ア
ス
ク
．
．

貴
方
は
、
な
に
趣
味
な
ん
で
し
ょ
う
；

僕
は
、
怖
い
で
す
＞
＜
；

つ
づ
く
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交
流
戦
。
（
後
書
き
）

い
よ
い
よ
。
戦
闘
を
開
始
し
た
ヤ
ウ
ト
。

そ
し
て
、
ア
ス
ク
；

ア
ス
ク
「
グ
ロ
テ
ス
ク
．
．
く
ふ
ふ
。
」

そ
ん
な
静
か
に
笑
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
；

と
言
う
訳
で
次
回
へ
つ
づ
く
！
！



13

早
い
決
着
。
（
前
書
き
）

僕
は
、
い
ま
。
あ
る
学
園
と
バ
ト
ル
中
だ
。

そ
し
て
、
敵
の
動
き
が
変
わ
り
だ
す
。

そ
の
と
き
僕
は
、
ど
う
す
る
の
だ
ろ
う
？
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早
い
決
着
。

ヤ
ウ
ト
「
ふ
ぅ
．
．
も
う
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
か
？
」

ア
ス
ク
「
違
う
．
．
」

ヤ
ウ
ト
「
え
っ
？
」

先
生
「
敵
の
動
き
が
お
か
し
い
。
ヤ
ウ
ト
頼
め
る
か
？
」

ヤ
ウ
ト
「
わ
か
り
ま
し
た
。
ハ
イ
パ
ル
Ｅ
Ｇ
発
動
．
．
」

ん
っ
？
な
ん
だ
？
お
か
し
い
。
敵
が
。

あ
の
ビ
ル
街
の
ほ
う
に
回
っ
て
る
？

そ
の
先
に
い
る
の
は
、

は
っ
．
僕
た
ち
三
人
だ
。

ヤ
ウ
ト
「
う
っ
！
！
」

僕
の
頭
の
中
に
電
気
で
撃
た
れ
る
よ
う
な
。
な
に
か
で
刺
さ
れ
る
よ
う
な
痛
み
が

走
り
ぬ
け
る
。
激
痛
が
走
る
。

ヤ
ウ
ト
「
あ
ぁ
！
！
」

ア
ス
ク
「
ヤ
ウ
ト
？
」

先
生
「
ど
う
し
た
？
」

ヤ
ウ
ト
「
僕
の
Ｅ
Ｇ
よ
り
上
の
生
徒
で
す
。
ど
う
や
ら
、
相
手
の
攻
撃
み
た
い

で
す
」

先
生
「
よ
し
突
っ
込
む
ぞ
！
！
」

ヤ
ウ
ト
「
待
っ
て
く
だ
さ
い
」

ア
ス
ク
「
ヤ
ウ
ト
君
？
」

ヤ
ウ
ト
「
敵
は
、
こ
っ
ち
に
向
か
っ
て
来
て
ま
す
。
そ
し
て
。
お
そ
ら
く
。
あ

の
ビ
ル
の
中
の
ど
こ
か
に

Ｐ
Ｕ
Ａ
Ｉ
レ
ザ
ー
ス
ナ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
！
！
」

先
生
「
ど
う
す
る
ん
だ
？
」

ヤ
ウ
ト
「
い
い
作
戦
が
あ
り
ま
す
。
」

先
生
「
な
に
っ
？
」

ヤ
ウ
ト
「
と
言
う
よ
り
。
戦
術
か
な
？
」
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僕
は
、
ニ
ヤ
リ
と
笑
う
。

ヤ
ウ
ト
「
フ
ォ
ー
ス
ト
。
」

「
ピ
」

フ
ォ
ー
ス
ト
「
な
ん
で
す
？
今
、
バ
ト
ル
な
う
な
ん
で
す
け
ど
」

ヤ
ウ
ト
「
そ
こ
に
い
て
も
無
駄
だ
」

フ
ォ
ー
ス
ト
「
無
駄
？
と
は
、
？
」

ヤ
ウ
ト
「
敵
は
、
僕
た
ち
の
い
る
場
所
に
進
路
を
か
え
て
る
。

そ
し
て
、
近
く
に
ビ
ル
あ
っ
た
ろ
？
」

フ
ォ
ー
ス
ト
「
え
え
。
そ
れ
が
？
」

ヤ
ウ
ト
「
そ
こ
に
。
レ
ザ
ー
ス
ナ
イ
プ
が
あ
る
ん
だ
よ
．
．
」

フ
ォ
ー
ス
ト
「
な
ん
だ
と
？
」

ヤ
ウ
ト
「
間
違
え
な
い
。
今
、
フ
ォ
ー
ス
ト
が
追
っ
て
る
そ
い
つ
ク
リ
フ
ォ
ウ

リ
　
リ
マ
ー
ジ
ュ
は
、
お
と
り
。

敵
の
本
当
の
狙
い
は
、
レ
ザ
ー
ス
ナ
イ
プ
を
Ｇ
Ｅ
Ｔ
し
て
。
上
か
ら
僕
た
ち
を

撃
ち
。

勝
利
す
る
作
戦
な
ん
だ
！
！
」

フ
ォ
ー
ス
ト
「
で
は
、
ど
う
す
る
の
だ
？
」

ヤ
ウ
ト
「
そ
の
作
戦
、
僕
た
ち
の
も
の
に
し
な
い
？
ア
レ
ン
ジ
加
え
て
さ
。
」

フ
ォ
ー
ス
ト
「
面
白
い
で
す
ね
．
．
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
？
」

ヤ
ウ
ト
「
僕
た
ち
が
い
る
場
所
に
。
敵
を
お
び
き
寄
せ
て
。
そ
し
て
、
持
ち
こ

た
え
て
ほ
し
い
ん
だ
。

で
も
そ
の
ク
ラ
ス
委
員
は
、
邪
魔
だ
か
ら
、
そ
の
人
を
、
言
い
方
が
や
だ
け
ど
。

殺
し
て
。

そ
し
て
、
委
員
長
だ
け
を
残
す
ん
だ
。
そ
れ
に
築
か
れ
な
い
よ
う
に
ね
？

な
る
べ
く
早
く
、
僕
は
、
レ
ザ
ー
ス
ナ
イ
プ
を
探
し
に
い
く
よ
」

フ
ォ
ー
ス
ト
「
了
解
．
．
貴
方
の
根
性
、
見
せ
て
く
だ
さ
い
よ
？
」

ヤ
ウ
ト
「
う
ん
。
が
ん
ば
る
。
じ
ゃ
」

「
ピ
ッ
」

ア
ス
ク
「
じ
ゃ
あ
．
．
」

先
生
「
私
た
ち
も
協
力
し
よ
う
！
！
」
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ヤ
ウ
ト
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
！
」

ｎ
ｅ
ｘ
ｓ
ｔ
。
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早
い
決
着
。
（
後
書
き
）

い
い
作
戦
を
思
い
つ
い
た
ヤ
ウ
ト
。

果
た
し
て
、
そ
の
結
末
は
？
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Ｐ
Ｕ
Ａ
Ｉ
．
．
（
前
書
き
）

僕
は
、
Ｐ
Ｕ
Ａ
Ｉ
を
取
る
た
め
。
一
人
、
警
備
が
す
ご
す
ご
る
ビ
ル
の
中
に
い

た
。
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Ｐ
Ｕ
Ａ
Ｉ
．
．

ヤ
ウ
ト
「
ん
っ
？
」

や
っ
ぱ
り
だ
。
ビ
ル
の
中
は
、
警
備
が
す
ご
い
。

で
も
、
そ
れ
な
ら
、
な
ぜ
動
か
な
い
ん
だ
？

い
く
ら
、
バ
ー
チ
ャ
ル
世
界
と
は
、
い
え
。

動
か
な
い
や
つ
が
い
る
か
？
ま
さ
か
。

あ
い
つ
ら
の
仲
間
？

警
備
Ａ
「
了
解
し
ま
し
た
。
リ
バ
リ
ー
」

リ
バ
リ
ー
？
や
っ
ぱ
り
。

あ
い
つ
は
、
こ
こ
ま
で
動
か
せ
る
の
か
？

リ
バ
リ
ー
「
私
た
ち
は
、
今
。
大
変
危
険
な
状
況
な
の
で
す
。
絶
対
に
Ｐ
Ｕ
Ａ

Ｉ
だ
け
は
、
守
り
な
さ
い
」

警
備
Ａ
「
り
ょ
う
か
、
う
っ
、
ぐ
あ
っ
！
！
」

リ
バ
リ
ー
「
ど
う
し
た
の
」

こ
こ
は
、
脳
波
を
変
え
て
。
声
を
変
え
る
。

ヤ
ウ
ト
「
よ
う
．
．
あ
ん
た
が
。
あ
の
委
員
長
か
？
」

リ
バ
リ
ー
「
あ
な
た
は
、
誰
で
す
？
」

ヤ
ウ
ト
「
誰
っ
て
？
ヤ
ウ
ト
。
」

リ
バ
リ
ー
「
相
手
側
の
人
ね
？
」

ヤ
ウ
ト
「
今
、
俺
は
、
Ｐ
Ｕ
Ａ
Ｉ
の
あ
る
。
ビ
ル
内
。
一
階
に
い
る
ん
だ
け
ど

よ
？
」

リ
バ
リ
ー
「
何
で
す
っ
て
？
」

ヤ
ウ
ト
「
ど
う
す
る
？
必
死
に
守
れ
る
か
な
？
じ
ゃ
あ
ね
。
あ
ぁ
、
そ
れ
と
。

今
、
あ
な
た
達
の
側
の
連
絡
手
段
は
、

ほ
と
ん
ど
使
え
な
い
か
ら
。
」

リ
バ
リ
ー
「
何
を
・
・
］

ヤ
ウ
ト
「
警
備
た
ち
の
脳
波
に
。
ウ
イ
ル
ス
を
打
っ
た
ん
だ
よ
。
し
か
も
。
発

狂
っ
て
、
名
前
の
ね
？
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い
ま
。
あ
ん
た
の
所
へ
向
か
わ
せ
る
こ
と
も
可
能
な
ん
だ
け
ど
？
」

リ
バ
リ
ー
「
や
っ
て
み
な
さ
い
」

ヤ
ウ
ト
「
お
い
お
い
だ
っ
て
よ
。
あ
い
つ
ら
の
仲
間
、
半
分
殺
し
て
来
い
よ
？
」

警
備
Ｓ
「
は
い
。
わ
か
り
ま
し
た
」

ヤ
ウ
ト
「
が
ん
ば
っ
て
ね
ぇ
～
」

リ
バ
リ
ー
「
ち
ょ
っ
と
。
」

「
プ
チ
．
．
］

ヤ
ウ
ト
「
ふ
ぅ
、
は
っ
た
り
咬
ま
す
っ
て
、
意
外
と
大
変
だ
ね
？
ね
ぇ
？
警
備

さ
ん
。
」

警
備
Ｓ
「
貴
様
！
！
」

ヤ
ウ
ト
「
動
か
な
い
で
っ
！
！
君
の
頭
が
焼
か
れ
る
よ
？
」

警
備
Ｓ
「
や
っ
て
み
ろ
」

ヤ
ウ
ト
「
残
念
だ
よ
。
」

「
ビ
シ
ュ
ン
！
！
」

警
備
達
「
う
わ
ぁ
ぁ
！
！
本
当
に
切
れ
た
。
い
や
、
や
か
れ
た
。
」

そ
こ
に
は
、
僕
が
焼
い
た
人
の
生
首
が
転
が
っ
て
た
。

今
の
僕
は
、
脳
波
を
変
え
た
。
意
識
は
、
あ
る
け
ど
。

バ
イ
オ
レ
ン
ス
Ｅ
Ｇ
。
と
で
も
言
っ
た
ら
い
い
の
か
な
？

頭
の
中
を
グ
ロ
イ
事
で
い
っ
ぱ
い
に
し
て
。
そ
れ
を
利
用
し
た
わ
け
で
す
。

最
初
は
、
き
つ
か
っ
た
け
ど
ね
；

ヤ
ウ
ト
「
僕
は
、
本
気
で
や
る
よ
？
い
い
の
？
」

警
備
「
い
ま
だ
っ
！
！
」

誰
か
が
縄
を
ほ
ど
い
た
の
か
。
一
斉
に
向
か
っ
て
き
て
。
銃
を
撃
た
れ
た
け
ど
。

「
さ
っ
．
．
］

ヤ
ウ
ト
「
遅
い
よ
。
み
ん
な
。
ば
い
ば
い
。
」

「
ビ
シ
ュ
ン
！
！
ビ
シ
ュ
ン
！
！
」

「
グ
チ
ャ
．
．
」

ヤ
ウ
ト
「
僕
は
、
行
動
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
。
バ
イ
オ
レ
ン
ス
に
染
ま
る
。
覚

え
て
お
い
て
ね
？

ね
？
最
後
の
一
人
さ
ん
」
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警
備
態
リ
ー
ダ
ー
「
ま
っ
．
．
待
っ
て
く
れ
俺
に
も
か
ぞ
く
が
．
．
］

ヤ
ウ
ト
「
う
る
さ
い
よ
」

「
グ
チ
ャ
」

ヤ
ウ
ト
「
二
階
だ
ね
。
」

僕
は
、
二
階
に
あ
が
る
。
バ
イ
オ
レ
ン
ス
な
ま
ま
で
。

ヤ
ウ
ト
「
へ
え
．
．
二
階
は
、
み
ん
な
、
Ｅ
Ｇ
使
い
か
ぁ
。
ち
ょ
っ
と
厄
介
か

な
．
．
ま
ぁ
い
い
や
。
み
ん
な

殺
し
あ
え
よ
」

２
階
警
備
「
あ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
み
ん
な
。
み
ん
な
死
ね
ば
い
い
ん
だ
！
！
お
前
ら

が
い
な
け
れ
ば
こ
ん
な
こ
と
に
は
！
！
」

２
階
警
備
Ｂ
「
さ
て
．
．
人
の
せ
い
に
し
や
が
っ
た
て
め
ぇ
か
ら
殺
し
て
や
ら

ぁ
！
！
」

ヤ
ウ
ト
「
見
苦
し
い
。
け
ど
。
仕
方
な
い
よ
ね
？
」

そ
の
ま
ま
僕
は
、
最
上
階
ま
で
上
が
る
。
そ
こ
に
は
、

ヤ
ウ
ト
「
ん
っ
？
」

「
ボ
ォ
！
！
」

火
に
触
れ
て
焼
け
る
よ
う
な
音
が
し
た
。

こ
れ
は
、
殺
人
型
の
赤
外
線
。
そ
う
「
ブ
ラ
ッ
ド
ラ
イ
ン
」

ヤ
ウ
ト
「
ち
っ
．
．
こ
こ
ま
で
か
よ
．
．
み
ん
な
」

ご
め
ん
と
言
お
う
と
し
た
瞬
間
。

僕
は
、
目
に
し
た
。

ヤ
ウ
ト
「
あ
れ
は
？
あ
の
ス
イ
ッ
チ
を
破
壊
す
れ
ば
」

「
ジ
ュ
ン
！
！
ボ
ッ
！
」

僕
の
レ
ザ
ー
シ
ョ
ッ
ト
が
逆
に
消
滅
。

ど
う
す
れ
ば
．
．
じ
ゃ
あ
。

あ
っ
。
そ
う
だ
。

ヤ
ウ
ト
「
マ
ル
チ
セ
レ
ク
ト
！
！
レ
ザ
ー
ダ
ガ
ー
ナ
イ
フ
。
そ
の
数
。
２
５
を

こ
こ
へ
転
送
！
！
」

こ
の
ゲ
ー
ム
に
さ
ん
か
し
て
る
誰
も
が
共
通
で
使
え
る
技
。
「
マ
ル
チ
セ
レ
ク

ト
」
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自
分
の
ス
キ
ル
に
あ
っ
た
。
ぶ
き
な
ら
。
何
で
も
お
っ
け
い
。
だ
け
ど
．
．

ス
キ
ル
が
違
っ
た
り
す
る
と
。
逆
に
武
器
を
扱
え
ず
。
自
分
の
咽
や
心
臓
、
頭
。

に
刺
し
て
し
ま
う
。

そ
し
て
、
マ
イ
デ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
「
自
分
で
自
分
を
デ
リ
ー
ト
し
て
し
ま
う
。

恐
ろ
し
い
技
」

僕
は
、
ど
う
や
ら
、
ス
キ
ル
が
レ
ザ
ー
ら
し
い
か
ら
。

こ
れ
が
使
え
る
。

ヤ
ウ
ト
「
よ
し
。
あ
の
ス
イ
ッ
チ
に
向
か
っ
て
」

「
シ
ュ
っ
！
」

「
ガ
チ
ン
っ
！
！
」

と
音
が
し
て
。
ス
イ
ッ
チ
が
壊
れ
。
ブ
ラ
ッ
ド
ラ
イ
ン
が
解
け
る
。

ヤ
ウ
ト
「
こ
れ
が
Ｐ
Ｕ
Ａ
Ｉ
レ
ザ
ー
ス
ナ
イ
プ
。
」

僕
は
、
手
を
伸
ば
し
た

「
ビ
リ
ッ
！
！
」

ヤ
ウ
ト
「
く
っ
．
．
こ
の
武
器
を
僕
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
ｉ
ｎ
レ
ザ
ー
！

！
」

イ
ン
レ
ザ
ー
。
そ
の
名
の
と
お
り
。
僕
に
登
録
す
る
こ
と
だ
。

け
ど
、
そ
の
と
き
の
熱
さ
に
耐
え
な
い
と
い
け
な
い
。
ナ
イ
フ
や
カ
ッ
タ
ー
。

ソ
ー
ド
な
ら
痛
み
。

薬
と
か
な
ら
飲
ん
だ
と
き
の
副
作
用
．
．
苦
し
み
に
耐
え
な
け
れ
ば
。
武
器
に

弾
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
う

ヤ
ウ
ト
「
う
っ
、
グ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
」

僕
は
、
最
上
階
で
。
悲
鳴
を
上
げ
る
。

ヤ
ウ
ト
「
ク
っ
。
は
ぁ
は
ぁ
．
．
や
っ
ぱ
り
レ
ザ
ー
ス
キ
ル
は
、
強
い
ら
し
い

け
ど
。
き
つ
い
ね

そ
れ
よ
り
早
く
上
に
い
か
な
き
ゃ
！
！
」

僕
は
、
ド
ア
を
開
け
。
屋
上
へ
出
た
。

ヤ
ウ
ト
「
後
は
こ
こ
で
。
ア
プ
ロ
ー
チ
．
．
集
中
力
と
の
戦
い
か
．
．
そ
し
て
、

こ
の
薬
。

手
ぶ
れ
防
止
の
。
デ
ィ
プ
テ
ィ
ム
ド
ム
．
．
こ
れ
は
き
つ
い
ら
し
い
」
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僕
は
、
デ
ィ
プ
テ
ィ
ム
を
飲
む
。

効
き
目
は
、
集
中
力
が
続
く
限
り
。
少
し
で
も
邪
魔
が
入
っ
た
り
。
電
話
で
会

話
し
た
り
し
た
ら
。

集
中
力
が
切
れ
。
副
作
用
が
急
激
に
訪
れ
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
激
痛
と
な

っ
て
。

デ
ィ
プ
テ
ィ
ム
の
激
痛
は
、
半
端
じ
ゃ
な
い
。
僕
な
ら
き
っ
と
。
マ
イ
デ
リ
ー

テ
ィ
ン
グ
。
一
直
線
だ
ろ
。

こ
の
薬
の
よ
う
な
。
能
力
ア
ッ
プ
ド
ラ
ッ
ク
は
、
い
く
つ
も
あ
る
。
ど
れ
も
苦

痛
を
伴
う
。
そ
の
分
便
利
。

フ
ォ
ー
ス
ト
「
こ
ち
ら
、
フ
ォ
ー
ス
ト
だ
。
そ
っ
ち
は
、
ど
う
で
す
？
」

僕
は
、
メ
ー
ル
で
返
事
を
打
つ
。

「
う
ん
。
Ｐ
Ｕ
Ａ
Ｉ
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
で
も
。
デ
ィ
プ
テ
ィ
ム
使
用
中
の
た

め
。
話
は
、
で
き
ま
せ
ん
」

フ
ォ
ー
ス
ト
「
了
解
」

さ
ぁ
、
最
後
だ
ね
。
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Ｐ
Ｕ
Ａ
Ｉ
．
．
（
後
書
き
）

い
よ
い
よ
決
着
か
と
思
い
き
や
。

次
回
へ
、
す
ご
く
便
利
な
デ
ィ
プ
テ
ィ
ム
．
．

け
ど
、
そ
れ
は
、
危
険
な
手
だ
っ
た
。
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作
戦
終
了
　
犠
牲
１
名
。
（
前
書
き
）

い
よ
い
よ
。
作
戦
終
了
。

で
も
、
敵
が
居
る
の
は
、
こ
こ
だ
け
じ
ゃ
な
い
。

遥
か
に
け
た
違
い
の
レ
ベ
ル
を
持
つ
。
学
園
も
き
っ
と
．
．
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作
戦
終
了
　
犠
牲
１
名
。

フ
ォ
ー
ス
ト
「
ヤ
ウ
ト
以
外
に
連
絡
。
Ｐ
Ｕ
Ａ
Ｉ
ゲ
ッ
ト
。
あ
の
ビ
ル
上
に
て
。

ア
プ
ロ
ー
チ
。
と
言
う
こ
と
ら
し
い
」

先
生
「
や
っ
た
か
！
！
」

ア
ス
ク
「
ま
だ
、
早
い
わ
．
．

私
達
は
、
こ
れ
か
ら
、
あ
の
委
員
長
を
狙
い
や
す
く
し
て
あ
げ
な
い
と
い
け
な

い
。
」

先
生
「
分
か
っ
て
る
さ
、
さ
ぁ
。
出
番
だ
な
！
！
」

相
手
生
徒
「
す
き
あ
り
っ
！
！
」

ア
ス
ク
「
お
そ
い
．
．
」

（
ダ
ダ
ダ
ダ
！
！
」

相
手
生
徒
「
う
っ
．
．
が
は
っ
！
！
」

相
手
生
徒
「
後
ろ
あ
ぶ
ね
ぇ
よ
？
」

（
ヒ
ュ
ン
）

相
手
生
徒
「
よ
け
ら
れ
た
？
」

フ
ォ
ー
ス
ト
「
あ
な
た
の
負
け
で
す
ね
」

（
グ
サ
っ
！
！
）

相
手
生
徒
「
や
、
や
め
て
！
！
」

フ
ォ
ー
ス
ト
「
女
は
、
嫌
い
だ
！
！
」

（
バ
ー
ン
！
！
）

ヤ
ウ
ト
「
よ
し
．
．
来
た
。
」

ア
ス
ク
「
弱
い
わ
ね
」

フ
ォ
ー
ス
ト
「
後
ろ
！
！
」

（
ッ
パ
ァ
ァ
ァ
ァ
ン
ン
！
！
」

フ
ォ
ー
ス
ト
「
あ
り
が
と
う
ヤ
ウ
ト
」

メ
ー
ル
で
返
事
を
す
る

ヤ
ウ
ト
「
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
よ
？
」

ア
ス
ク
メ
ー
ル
「
あ
り
が
と
．
．
終
わ
っ
た
ら
。
今
日
の
夜
２
２
：
０
０
ね
？
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お
礼
、
し
て
あ
げ
る
。
」

返
事
メ
ー
ル
「
お
礼
？
」

ア
ス
ク
「
ひ
み
つ
．
．
」

ヤ
ウ
ト
メ
ー
ル
「
じ
ゃ
あ
。
星
で
も
見
る
？
」

ア
ス
ク
メ
ー
ル
「
う
ん
。
」

と
言
う
会
話
の
後
だ
っ
た
。

相
手
生
徒
「
お
ら
！
！
」

先
生
「
．
．
！
！
」

（
（
バ
タ
っ
．
．
）
）

先
生
が
倒
れ
る
。

ア
ス
ク
メ
ー
ル
「
今
は
、
集
中
．
．
」

ヤ
ウ
ト
返
事
「
了
解
＠
ヤ
ウ
ト
」

フ
ォ
ー
ス
ト
「
こ
こ
一
体
を
一
度
、
暗
く
し
ま
す
．
．
あ
な
た
。
見
え
ま
す
か

？
」

ヤ
ウ
ト
返
事
「
僕
は
、
雨
と
か
雪
、
嵐
と
か
。
ス
ナ
イ
プ
に
支
障
が
で
な
い
も

の
な
ら
。
基
本
い
け
る
よ
？
＠
ヤ
ウ
ト
」

フ
ォ
ー
ス
ト
「
チ
ャ
ン
ス
は
、
一
度
切
で
す
。
い
い
で
す
か
？
」

ヤ
ウ
ト
「
了
解
＠
ヤ
ウ
ト
」

フ
ォ
ー
ス
ト
「
で
は
。
ブ
ラ
ッ
ク
マ
テ
ィ
ニ
テ
ィ
！
！
」

リ
バ
リ
ー
「
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？
」

生
徒
「
う
わ
！
！
」

生
徒
「
ぐ
ぁ
」

生
徒
「
ま
じ
か
よ
っ
！
！
」

リ
バ
リ
ー
「
生
徒
が
消
え
て
い
く
。
消
し
た
の
は
、
あ
い
つ
ら
．
．
許
さ
な
い
。

許
さ
な
い
。
う
わ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
」

ヤ
ウ
ト
「
最
高
質
力
チ
ャ
ー
ジ
完
了
．
．
こ
れ
よ
り
。
と
ど
め
。
デ
メ
ト
リ
ン

ク
ル
ン
レ
ザ
ー
で
、
リ
バ
リ
ー
リ
カ
ウ
ド

本
名
。
製
禰
　
瀬
名
を
デ
リ
ー
ト
。
リ
ミ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ー
ジ
Ｍ
Ａ
Ｘ
。
リ
ミ
ッ

タ
ー
解
放
っ
！
！
！
」

（
ギ
ュ
イ
ィ
ィ
ィ
ィ
。
ビ
ー
ン
！
！
バ
シ
ュ
ー
ー
ー
ー
ン
！
！
！
」
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と
。
発
射
音
が
す
る
。
と
と
も
に
反
動
が
強
い
。
で
も
、
手
は
離
せ
な
い
。

ヤ
ウ
ト
「
う
わ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！

！
」

僕
は
、
も
だ
え
て
い
た
。

（
（
シ
ュ
ン
。
バ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ン
！
！
！
）
）

お
き
な
閃
光
と
と
も
に
大
き
な
爆
発
音
。

そ
し
て
、

リ
バ
リ
ー
に
直
撃
。

リ
バ
リ
ー
「
キ
ャ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
！
イ
ヤ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ

ァ
！
！
」

す
ご
い
悲
鳴
。
そ
し
て
、
あ
い
つ
の
体
が
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
に
焼
か
れ
て
い
く
。

も
の
す
ご
い
グ
ロ
テ
ス
ク
。
け
ど
敵
は
、
敵
だ
。

そ
し
て
、
光
も
消
え
。
や
っ
と
そ
の
場
所
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
。

フ
ォ
ー
ス
ト
「
う
や
っ
た
ぞ
ぉ
ぉ
お
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
お
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
」

ヤ
ウ
ト
「
敵
、
デ
リ
ー
ト
完
了
。
犠
牲
１
．
ト
ゥ
ル
エ
ン
ド
．
．
」

と
言
う
と
敵
が
消
え
る
。
ど
う
も
こ
れ
は
、
シ
ス
テ
ム
じ
ょ
う
。
声
に
だ
さ
な

い
と
だ
め
ら
し
い
。

先
生
の
所
へ
か
け
よ
る
。

ヤ
ウ
ト
「
先
生
！
！
！
」

ア
ス
ク
「
ヤ
ウ
ト
君
．
．
」

先
生
「
お
、
俺
は
大
丈
夫
だ
。
ぐ
ほ
っ
！
！
」

血
を
吐
き
出
す
先
生
。

こ
れ
以
上
。
こ
の
中
に
先
生
が
い
る
の
は
、
危
険
。

ヤ
ウ
ト
「
先
生
を
強
制
退
出
後
。
病
院
へ
。
そ
し
て
、
し
ば
し
こ
の
プ
レ
イ
ヤ

ー
を
待
機
中
に
設
定
。

今
回
の
作
戦
。
訂
正
、
作
戦
終
了
。
一
名
重
傷
。
」

先
生
「
君
は
、
何
を
！
！
」

ヤ
ウ
ト
「
僕
が
。
先
生
の
ク
ラ
ス
守
り
ま
す
！
！
で
す
か
ら
。
で
す
か
ら
安
静

に
！
」

先
生
「
す
ま
な
い
が
そ
れ
は
、
で
き
な
い
。
さ
っ
き
の
結
果
報
告
、
訂
正
。
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作
戦
終
了
。
一
人
、
重
傷
で
は
な
く
。
一
名
。
マ
イ
デ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
．
．

終
了
。
」

ヤ
ウ
ト
「
先
生
！
！
ど
う
し
て
、
そ
ん
な
こ
と
を
！
！
。
」

先
生
「
君
に
は
、
ク
ラ
ス
を
任
せ
ら
れ
な
い
。
新
た
な
教
師
を
準
備
作
成
だ
。

で
も
。
ヤ
ウ
ト
．
．
お
前
が
フ
ォ
ー
ス
ト
を
守
れ
。
特
に
ア
ス
ク
を
な
？

ア
ス
ク
は
、
君
の
事
を
．
．
気
に
か
け
て
い
る
．
．
う
っ
．
．
］

ア
ス
ク
「
そ
ん
な
．
．
こ
と
。
。
な
い
／
／
」

ヤ
ウ
ト
「
で
も
、
先
生
は
、
一
人
で
し
ょ
？
僕
達
の
先
生
は
、
あ
な
た
だ
け
で

す
よ
！
！
」

先
生
「
し
っ
か
り
し
ろ
！
！
ヤ
ウ
ト
レ
ザ
ー
。
お
前
に
。
私
の
全
て
を
た
く
そ

う
。
」

ヤ
ウ
ト
「
な
に
を
？
な
に
を
た
く
す
ん
で
す
？
」

先
生
「
こ
れ
だ
」

ヤ
ウ
ト
「
こ
れ
は
っ
．
．
ワ
ー
ル
ド
ス
ー
ツ
．
．
確
か
。
心
を
開
き
た
る
時
。

ス
キ
ル
と
共
に
な
り
。
ス
キ
ル
の
声
が
聞
こ
え
る
で
あ
ろ
う
。
で
も
こ
れ
っ
て
」

先
生
「
私
は
、
開
け
な
か
っ
た
。
今
の
君
で
は
、
無
理
だ
が
。

必
ず
そ
の
時
が
。
訪
れ
る
。
お
前
が
本
気
で
守
り
た
い
と
思
っ
た
と
き
。

そ
れ
は
、
覚
醒
を
す
る
。
だ
か
ら
、
開
け
。
ヤ
ウ
ト
レ
ザ
ー
。
　
こ
こ
ろ
を
開

く
。
そ
の
と
き
ま
で
．
．
］

そ
れ
が
先
生
の
最
後
の
言
葉
だ
っ
た

先
生
が
僕
に
の
こ
し
た
。
最
後
の
言
葉
。

け
ど
。
最
後
に
言
っ
て
い
た
。
そ
の
と
き
ま
で
。
と
。

ど
う
言
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か

け
ど
、
今
の
僕
の
見
る
べ
く
場
所
は
、
前
だ
け
．
．

フ
ォ
ー
ス
ト
「
ど
う
す
る
ん
で
す
か
，
，
僕
達
。
終
わ
り
で
す
よ
」

ア
ス
ク
「
終
了
．
．
」

ヤ
ウ
ト
「
な
に
が
終
わ
り
だ
っ
て
？
」

フ
ォ
ー
ス
ト
「
だ
っ
て
、
先
生
が
死
ん
だ
ら
終
わ
り
な
ん
だ
」

ヤ
ウ
ト
「
フ
ォ
ー
ス
ト
！
！
！
」

（
（
ガ
シ
ッ
！
！
）
）
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フ
ォ
ー
ス
ト
「
何
で
す
か
？
い
き
な
り
胸
倉
つ
か
ん
で
」

（
（
バ
コ
っ
！
！
）
）

ア
ス
ク
「
ヤ
ウ
ト
．
．
君
？
」

フ
ォ
ー
ス
ト
「
な
ん
で
殴
る
ん
で
す
か
？
」

ヤ
ウ
ト
「
う
り
せ
ぇ
ん
だ
よ
！
！
勝
手
に
終
わ
り
に
す
る
な
よ
！
！

僕
は
、
こ
ん
な
形
で
終
わ
ら
せ
た
く
は
な
い
。

だ
っ
て
、
お
か
し
い
だ
ろ
？
一
人
死
ん
で
終
わ
り
だ
な
ん
て
。

僕
達
は
ま
だ
生
き
て
る
．
．
だ
っ
た
ら
。

先
生
の
為
に
も
。
犠
牲
に
な
っ
た
学
園
の
生
徒
の
た
め
に
も

こ
の
戦
い
を
。
お
わ
ら
れ
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
！
！
！
」

僕
は
、
初
め
て
。
人
を
殴
り
。
怒
鳴
り
つ
け
て
る

ヤ
ウ
ト
「
大
体
！
！
僕
は
、
巻
き
込
ま
れ
て
る
ん
だ
！
！

そ
れ
で
、
勝
手
に
終
わ
ら
さ
れ
て
！
！

意
味
が
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
僕
は
、
こ
の
戦
い
を
終
わ
ら
せ
ま
す
！
！
」

フ
ォ
ー
ス
ト
「
分
か
り
ま
し
た
よ
。
や
っ
て
み
る
価
値
は
、
な
い
わ
け
で
は

な
い
で
す
」

ア
ス
ク
「
私
は
、
嫌
．
．
］

ヤ
ウ
ト
「
ア
ス
ク
！
！
」

ア
ス
ク
「
こ
ん
な
に
人
が
死
ぬ
の
を

見
て
ら
れ
な
い
．
．

目
の
前
で
死
ん
で
い
く
人
を

見
て
ら
れ
な
い
．
．

だ
か
ら
私
は
。
私
は
．
．
］

ア
ス
ク
は
、
走
っ
て
行
く
。
現
実
世
界
の
屋
上
だ
ろ
う
。

フ
ォ
ー
ス
ト
「
と
に
か
く
帰
り
ま
し
ょ
う
」

ヤ
ウ
ト
「
そ
う
で
す
ね
　
バ
ー
チ
ャ
ル
ア
ウ
ト
．
．
］

世
界
が
元
に
戻
る
。

僕
は
、
屋
上
に
直
行
。

雄
太
「
お
い
！
！
香
奈
鋳
さ
ん
」
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香
奈
鋳
「
私
は
、
こ
こ
で
。
現
実
で
．
．
自
分
を
殺
す
。
マ
イ
デ
リ
」

雄
太
「
さ
せ
な
い
っ
！
！
」

香
奈
鋳
「
え
っ
．
．
］

僕
は
、
屋
上
か
ら
香
奈
鋳
さ
ん
の
頭
を
抑
え
な
が
ら
落
下
。

落
ち
て
る
中
。

香
奈
鋳
「
な
に
し
て
る
の
．
．
？
死
ぬ
よ
？
」

雄
太
「
死
ぬ
？
し
ん
だ
っ
て
い
い
。
僕
は
、
先
生
に
香
奈
鋳
さ
ん
を
守
れ
っ
て

言
わ
れ
て
る
ん
だ
。

先
生
に
言
わ
れ
た
か
ら
じ
ゃ
な
い
。
僕
だ
っ
て
。
こ
れ
以
上
人
が
死
ぬ
の
を
見

た
く
な
い
か
ら
。

僕
は
、
守
る
」

香
奈
鋳
「
で
も
．
．
こ
の
状
況
で
ど
う
や
っ
て
？
」

雄
太
「
こ
う
す
る
の
さ
！
！
！
」

僕
は
、
言
う
。

雄
太
「
バ
ー
チ
ャ
ル
イ
ン
！
！
！
」

香
奈
鋳
「
え
っ
？
」

雄
太
「
ア
ウ
ト
！
！
」

雄
太
「
間
に
合
っ
た
。
今
、
く
ず
れ
か
け
て
る
。
こ
の
世
界
に
一
度
、
着
地
し

て
。

消
え
る
前
に
。
即
効
。
ア
ウ
ト
。
こ
れ
で
問
題
な
い

僕
、
誰
か
を
守
れ
た
こ
と
が
な
い
の
で
。

香
奈
鋳
さ
ん
だ
け
は
、
守
り
た
い
ん
で
す
」

「
僕
は
、
ニ
コ
と
し
て
、
笑
顔
を
見
せ
。
後
姿
を
見
せ
あ
る
き
だ
す
」

香
奈
鋳
「
雄
太
君
．
．
」

雄
太
「
は
い
？
え
っ
？
」

う
わ
ぁ
！
！
僕
に
香
奈
鋳
さ
ん
が
抱
き
つ
く
。
笑
顔
を
み
せ

香
奈
鋳
「
あ
り
が
と
う
。
守
っ
て
く
れ
る
の
ね
？
・
・
」

そ
の
顔
に
は
、
涙
が
輝
い
て
い
た
。

僕
は
、
黙
っ
て
抱
き
返
し

雄
太
「
当
た
り
前
で
す
。
仲
間
で
す
か
ら
。
」
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香
奈
鋳
「
こ
の
後
．
．
暇
？
」

雄
太
「
暇
で
す
．
．
け
ど
？
」

香
奈
鋳
「
だ
っ
た
ら
。
来
て
？
」

ぼ
く
は
、
そ
ん
な
こ
ん
な
で
。
香
奈
鋳
さ
ん
と
の
お
出
か
け
に
な
っ
て
、
し
ま

っ
た
。

た
ま
に
は
、
良
い
と
思
う
。

そ
し
て
、
星
が
見
え
る
所
に
つ
い
た
こ
ろ

香
奈
鋳
「
そ
の
．
．
」

雄
太
「
え
っ
？
」

雄
太
「
・
・
・
」

香
奈
鋳
「
・
・
・
］

香
奈
鋳
「
怖
く
な
っ
た
ら
。
ま
た
．
．
抱
き
つ
い
て
も
。
い
い
？
」

雄
太
「
え
っ
／
／
あ
。
は
い
。
わ
か
り
ま
し
た
」

す
る
と
。
僕
の
近
く
に
香
奈
鋳
さ
ん
の
手
と
顔
が
あ
っ
た

そ
し
て
、
顔
を
真
っ
赤
に
し
な
が
ら
。

僕
の
耳
元
で

香
奈
鋳
「
今
日
は
、
．
．
あ
り
が
と
う
。
」

と
だ
け
い
い
離
れ
て
行
く
。

雄
太
「
え
っ
？
ち
ょ
っ
と
！
！
え
っ
？
」

香
奈
鋳
「
じ
ゃ
あ
ね
」

雄
太
「
あ
、
は
い
。
ふ
ぅ
。
不
思
議
な
子
で
す
ね
」

ｎ
ｅ
ｘ
ｓ
ｔ
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作
戦
終
了
　
犠
牲
１
名
。
（
後
書
き
）

何
と
か
一
度
目
の
戦
い
を
終
え
た
。
ヤ
ウ
ト
。

だ
が
、
次
に
戦
う
の
は
、
残
酷
な
学
園
。

そ
し
て
。
一
人
の
少
女
に
会
う
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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